
奈
良
県
告
示
第
百
四
十
二
号

奈
良
県
政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
（
平
成
八
年
六
月
奈
良
県
告
示
第
百
五
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一
中
「
（
以
下
「
協
定
」
を
「
そ
の
他
の
国
際
約
束
（
以
下
「
協
定
等
」
に
改
め
る
。

三
の
１
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
る
。

四
の
３
中
「
６
」
を
「
７
」
に
改
め
る
。

五
の
１
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
「
以
内
に
、
」
の
下
に
「
書
面
に
よ
り
」
を
加
え
、

五
中
７
を
８
と
し
、
６
を
７
と
し
、
五
の
５
中
「
３
」
を
「
４
」
に
改
め
、
五
中
５
を
６
と
し
、
４
を

５
と
し
、
五
の
３
の

中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
五
中
３
を
４
と
し
、
五
の
２
中
「
七
作

（二）

業
日
」
を
「
十
作
業
日
」
に
改
め
、
五
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

委
員
会
は
、
苦
情
申
立
て
の
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
苦
情
を
申
し
立
て
た
者

に
対
し
、
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
不
備
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
委
員
長
は
、
職
権
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
の
１
中
「
要
請
を
、
」
の
下
に
「
申
立
て
後
十
二
作
業
日
以
内
に
」
を
加
え
、
六
の
４
の
た
だ
し

書
を
削
り
、
六
の
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

４
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
関
係
調
達
機
関
の
長
が
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
た

め
、
委
員
会
の
要
請
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
け

て
直
ち
に
委
員
会
に
文
書
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
は
、
当
該
通
知
の
あ
っ
た
後

直
ち
に
当
該
文
書
の
写
し
を
苦
情
申
立
人
に
送
付
す
る
。

六
の
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

５
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
当
該
理
由
が
認
め
る
に
足
り
る
も
の
か
ど
う
か

を
判
断
し
、
そ
の
結
果
を
直
ち
に
苦
情
申
立
人
及
び
関
係
調
達
機
関
に
文
書
で
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

七
の
２
中
「
提
示
等
」
を
「
提
出
等
」
に
改
め
、
七
の
３
中
「
提
示
等
」
を
「
提
出
等
」
に
改
め
、

３
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
何
人
も
、
そ
の
説
明
、
主
張
、
文
書
等
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

七
の

中
「
苦
情
申
立
人
、
参
加
者
若
し
く
は
関
係
調
達
機
関
の
求
め
に
よ
り
、
又
は
委
員
会
の
」

13



を
「
そ
の
」
に
改
め
、
七
の

中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
公
開
す
る
よ
う
」
を
「
公
開
で

14

行
う
こ
と
又
は
証
人
の
出
席
を
」
に
改
め
、
「
で
き
る
」
の
下
に
「
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
委
員
会

は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
求
め
に
応
ず
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
意
見
若
し
く
は
報
告
の
陳
述
又
は

証
人
の
出
席
は
、
苦
情
申
立
人
、
参
加
者
、
関
係
調
達
機
関
そ
の
他
の
調
達
に
利
害
関
係
を
持
つ
者
の

営
業
上
の
秘
密
、
製
造
過
程
、
知
的
財
産
そ
の
他
当
該
者
に
関
す
る
商
業
上
の
秘
密
情
報
の
保
護
に
配

慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
加
え
る
。

八
の
３
中
「
供
給
者
」
を
「
調
達
に
利
害
関
係
を
持
つ
者
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
当
該
者

」
に
、
「
及
び
知
的
財
産
そ
の
他
の
供
給
者
」
を
「
、
知
的
財
産
そ
の
他
当
該
者
」
に
改
め
る
。

九
の
１
及
び
２
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
九
の
３
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
、
「

調
達
の
」
を
「
当
該
調
達
の
」
に
改
め
、
九
中
７
を
８
と
し
、
４
か
ら
６
ま
で
を
５
か
ら
７
ま
で
と
し
、

３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

委
員
が
少
数
意
見
の
公
表
を
求
め
た
場
合
に
は
、
委
員
会
は
少
数
意
見
を
報
告
書
に
付
記
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

十
の
２
中
「
そ
の
旨
」
を
「
、
そ
の
決
定
の
結
果
及
び
そ
の
理
由
」
に
改
め
る
。

十
二
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
、
「
を
保
管
し
な
け
れ
ば
」
を
「
（
電
子
的
手
段
に
よ
る
当
該

調
達
の
実
施
に
関
す
る
履
歴
を
適
切
に
確
認
す
る
た
め
の
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
を
保
存
し
な
け
れ

ば
」
に
改
め
る
。

十
三
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
る
。


		2014-07-09T09:27:41+0900
	naraken.




